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東京圏への人口の過度の集中を是正し、地域の住みよい環境を整備するとともに、少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、将来

にわたって活力ある社会を維持していくため、国と地方が一体となって取り組んでいるもの。
2014年に制定された「まち・ひと・しごと創生法」により、地方公共団体において総合戦略の策定が努力義務とされ、本町では、2015年度に

第1期（対象期間：2015～2019年度） 、2019年度に第２期（対象期間：2020～2024年度）の総合戦略を策定している。

総合戦略とは

人口ビジョン

2060年の目標人口 11,850人
合計特殊出生率 1.92～1.95を維持

（国立社会保障人口問題研究所の推計準拠）

総合戦略の策定に当たり、 「人口ビジョン」として40年後の目標人口を定めている。この目標人口の達成に向けて、子どもを産み育てやすい
環境整備や、町外への転出抑制及び町外からの転入促進に資するしごとづくり・まちづくりを推進することが重要となる。

総合戦略の基本体系

し ご と づ く り
～地域資源を活かした魅力ある

産業を形成する～

基本
目標１

結婚・出産・子育て
～結婚・出産・子育ての

希望をかなえる～

基本
目標２

ま ち づ く り
～ 住 み 続 け た い ま ち を

か た ち づ く る ～

基本
目標３

人口減少の抑制・地域活性化

聖籠町人口ビジョン 2060年 11,850人

（「聖籠町 人口ビジョン2020 第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略」P27参照）

(1) 第２期総合戦略について ① 概要

各所属において、推進会議での意見等を踏まえ、確実に達成できるよう実施計画を定め、着実に実行

推進体制

聖籠町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議
〔総合戦略の策定・推進、施策の実施状況(目標値（KPI）の達成状況）に係る検証等を実施〕

毎年度、施策の実施状況と効果検証を行い、施策が効果的に実施されるよう見直し等を行いながら推進していく。
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聖籠町 人口ビジョン2020

• 第２期総合戦略の策定にあたっては、下記の人口推計に基づき

2060年の目標人口設定を11,850人（≒11,851人）とした。（聖籠町人口ビジョン2020）

(1) 第２期総合戦略について ② 人口ビジョン及び人口動態

出典：「聖籠町 人口ビジョン2020 第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」
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直近での人口動態（人口推移）

(1) 第２期総合戦略について ② 人口ビジョン及び人口動態

• 聖籠町の人口は近年横ばいの状況が続いています。

• 「自然動態」については、出生数と死亡数が均衡する状態が続いています。（2019年以降は自然減（死亡数＞出生数）が拡大傾向）

• 「社会動態」については、社会増（転入数＞転出数）、社会減（転入数＞転出数）が年によって増減する状況が続いています。

出典：「新潟県人口移動調査結果報告」2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
総人口 14,066 13,982 13,981 14,025 14,015 14,259 14,115 14,159 14,109
出生数 127 149 137 143 128 122 126 127 93
死亡数 150 152 144 148 161 150 173 163 145

自然動態 ▲ 23 ▲ 3 ▲ 7 ▲ 5 ▲ 33 ▲ 28 ▲ 47 ▲ 36 ▲ 52

転入数 645 620 609 647 785 535 560 720 601
転出数 611 675 603 598 762 598 657 640 599

社会動態 34 ▲ 55 6 49 23 ▲ 63 ▲ 97 80 2

※１：総人口は2015年、2020年は国勢調査人口、
それ以外は国勢調査人口を基に、10月1日現在で算
出した推計人口
※２：社会・自然動態は10月から9月までの動態
（2023年であれば2022年10月～2023年9月）



出典：内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局
「デジタル田園都市国家構想総合戦略（概要）（令和４年12月23日閣議決定）」

まち・ひと・しごと創生総合戦略（R2年度～R６年度）

国 聖籠町

第２期総合戦略（R2年度～R6年度）

【基本目標】
（１） 地域資源を活かした魅力ある産業を形成する
（２） 結婚・出産・子育ての希望をかなえる
（３） 住み続けたいまちをかたちづくる

【基本目標】

①稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

②地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる

③結婚・出産・子育ての希望をかなえる

④人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

【横断的目標】

①多様な人材の活躍を推進する

②新しい時代の流れを力にする

デジタル田園都市国家構想総合戦略（R5年度～R９年度） 第３期総合戦略（R７年度～）

国の総合戦略を勘案し、策定する
（構成を含め、R6推進会議にて検討）

【施策の方向】

■ デジタルの力を活用した地方の社会課題解決

①地方に仕事をつくる

②ひとの流れをつくる

③結婚・出産・子育ての希望をかなえる

④魅力的な地域をつくる

■ デジタル実装の基礎条件整備

①デジタル基盤の整備

②デジタル人材の育成・確保

③誰一人取り残されないための取組

デジタル田園都市国家構想の実現に向け、

計画期間満了前に抜本的に改訂

(1) 第２期総合戦略について ③ 国の総合戦略との関係性
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現状の把握 課題の整理 次期戦略の基本方針

現行戦略の効果検証
次期戦略の検討

〇 将来人口の推計

〇 町民アンケート、各種統計

〇 評価指標の達成状況

〇 他計画との調整
（総合計画・経営戦略推進プラン）

〇 将来人口や各種統計等を
踏まえた政策課題の整理

〇 地域ビジョンの検討
（地域が目指すべき理想像）

〇 評価指標・事業の効果検証

〇 社会情勢適合性の確認

〇 人口ビジョンの見直し

〇 地域ビジョンの再構築

〇 目標・基本的方向
（数値目標の設定）

〇 具体的な施策
（KPIの設定）

【 推進会議の役割 （委員の皆様へお願いしたいこと） 】

上記プロセスの各段階において、広くご意見いただきたい。

推進会議においては、「次期戦略の基本方針」までをご審議いただきたい。

※推進会議での審議を踏まえ、町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部会議
（本部長：町長）により戦略を策定する。

(2)第３期総合戦略について ① 第３期策定に向けた検討プロセス



７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

推
進
会
議

町

（本
部
会
議
含
む
）

推進会議における審議、検討

① 7/30 (火)

② 9/3   (火)

③10/中～下旬

④11/中～下旬

⑤12/中～下旬

： 第２期戦略の効果検証、第３期戦略策定方針

： 町民アンケート結果及び人口ビジョン推計の報告

： 第３期戦略の構成の検討
（地域ビジョンと目標・方向性の検討）

： 第３期戦略のKPI・具体的な施策の検討

： 意見取りまとめ（基本方針の確定）

戦略素案
確定

パブリック
コメント

R7当初予算編成

戦略
策定

議会等へ
周知

素案の段階で予算に反映

推進会議への進捗状況報告
(書面にて随時)
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(2)第３期総合戦略について ② 策定スケジュール

アンケート実施・集計

人口ビジョンの推計

本部会議 本部会議

（ 戦 略 の 検 討 ）
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• 国のデジ田国家構想への対応（時代の変化に応じたデジタル化が実現できていないと、人口動態（特に社会動態）
への悪影響も想定される）

• 現状では、各事業の課題や必要性に応じたデジタル活用を行っているが、戦略的な事業展開ができておらず、
デジタル化に対する町としての考え方を整理する必要がある。

デジタル化への対応

• 直近の社会情勢、町民ニーズ、町政策等を踏まえた総合戦略スキームの見直し（３つの基本目標でいいのか？）

• 限りある経営資源を効率・効果的に活用するため「選択と集中」を図る必要がある。（経営戦略プランの理念と同）

• R4年度以降は地方創生関係の交付金を効果的に活用できていない。
（＝地方創生を目的とした新規事業に取り組めていない）

現行の総合戦略における課題（戦略全体に係る課題のみ）

• 直近での人口の動向等を踏まえ、人口ビジョン（目標人口）の見直しを図り、人口構成の変化（外国人住民の増加含
む）や若者の町外への流出等に対応する効果的な施策を検討する必要がある。

人口ビジョン（目標人口）を踏まえた施策の検討

(2)第３期総合戦略について ③ 重点検討事項
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• 町民の心と身体の健康づくり及び生きがいなど暮らしの充実感の創出に向けた総合的な事業を推進するものとし
て、 R5年度より推進委員会を設置している。（Ｒ４年度に策定した経営戦略推進プランにおける「健康づくり支援
戦略」に基づき実施する事業）

• R6年度からの事業展開に向け、検討を進めているが、事業範囲が当初想定していた福祉部門のみならず、
町の全事業との連携も想定される。

• 継続的な事業展開を見据えると、数値目標（KPI）の設定が必要不可欠である。

⇒ 総合戦略への位置付けを検討
（地方創生交付金、既存スキーム（PDCAサイクル）の活用、地域幸福度（Well-Being）指標）

生きがい健康づくり事業の推進

事業のイメージ 生きがい健康
づくり事業に
おいて中心と
なる分野 【 進捗状況 ⇒ 今後の対応予定 】

関係所属・団体が連携して事業を推進する体制を整備
し、今後の事業展開について検討

⇒ 第１段階として事業開始を町民に対して周知
※第２段階として具体的な事業内容の周知を予定

ライフステージごとに提供されている健康づくり関連
サービスを洗い出し、過不足や課題の把握

⇒ 既存事業見直し・新規事業化

(2)第３期総合戦略について ③ 重点検討事項



【策定のポイント】

①地域幸福度(Well-Being)
指標の活用

・ 現状分析への活用
・ 指標設定への活用

②デジタル利活用に関する
意識調査を実施

・ 町民を対象にWell-Being指
標アンケートと併せて実施
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①健康づくりによる町民の幸福度向上 及び ②デジタル化への対応（デジ田対応） を総合戦略に落とし込む

策定の方向性

【第２期の構成】 【次期の構成（案）】

地域
ビジョン

目標・
基本的方向

具体的な
施策

・総合計画の踏襲
「生まれて良かった 住んで良かった

聖籠町」

・ ３つの基本目標（しごとづくり、結
婚・出産・子育て、まちづくり）

・ ３つの基本目標に紐づく具体的な
施策

・ 「生まれて良かった住んで良かった
聖籠町」の実現に向けて、様々な施策
により暮らしの充実感を創出し、幸福
度（満足度）を高めるものとして再構築

・ 健康づくり、デジタル化の落とし込み
⇒３つの基本目標に溶け込み

or
⇒５つの基本目標

・ 上位概念の達成に必要な施策を
検討

数値目標

KPI

人口減少の抑制・地域活性化 人口ビジョン

※ 階層は総合戦略作成の手引き（国）による。

(2)第３期総合戦略について ④ 策定の方向性と構成（案）
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【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について

出典：地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック（デジタル庁／一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）

10又は5点
満点表示

偏差値表示

客観指標（オープンデータ）・主観指標（アンケート調査）により、

市民の 「暮らしやすさ」 と 「幸福感（Well-Being）」 を数値化・可視化

※ 国（デジタル庁）において、当該指標の活用促進に関する検討会（R4～継続）が開催され、当該指標の活用がデジ田交付金
（デジタル実装タイプType２・３）の採択条件とされていることなど、地方公共団体での利活用が推奨されている。
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・ 市民視点の指標で、生きがい健康づくり事業との親和性が極めて高い（Well-Beingがベースとなっている）

・ 偏差値形式で他自治体との比較が可能（個性を磨くきっかけ、特徴を捉えて施策へ反映）

・ 幸福度について網羅的に設計されており、アンケートの設計作業が不用（データは無料で利用可能）

・ データに基づく政策立案・検証が可能（政策効果の低い事業から高い事業への転換）

・ 主観データが不足しているため、自治体対応で追加アンケートが必要となる。

※ モニターによるインターネット調査のため、小規模自治体では回答数が０となる場合がある。
したがって、初回のみでなく２回目以降も自治体での追加アンケート対応が必要となる。

活用のメリット

留意点

活用検討

従前から総合計画「生まれて良かった住んで良かった聖籠町」を掲げ、

町民の幸福度向上に取り組んできたことが、近隣自治体に比して

良好な人口動態で推移していることの一因であると分析

今後さらに効果的に施策を展開していくためには、「町民の幸福度」を数値で捉え、

PDCAサイクルによる効果検証を実施していくことが重要

【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について
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【 聖 籠 町 】 ※客観データのみ（2024年３月時点）
【強み】

〇自己効力感
・町長選・町議選の投票率が良好

〇地域行政
・公共サービス（体育館等）が充実している
・財政指数が良好である

〇遊び・娯楽
・娯楽業（経済センサス）事業所数多い

→スポーツ施設も含まれることが影響？

〇子育て
・子育て支援施設へのアクセス、規模適切

【課題】

〇デジタル生活
・行政によるデジタル利活用進んでいない。

〇移動・交通
・公共交通機関へのアクセスが悪い。

〇都市・自然景観／環境共生／公共空間
・景観、環境、公共空間施策が進んでいない。

〇買物・飲食
・商業施設・飲食店が少ない。

〇事業創造
・スタートアップ振興の環境が整っていない。

出典：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート「地域幸福度（Well-Being）指標」

【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について
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【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について

出典：地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック デジタル庁／一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）
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【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について

出典：地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック デジタル庁／一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）
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【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について

出典：地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック デジタル庁／一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）
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【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について

出典：地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック デジタル庁／一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）



17

【参考】地域幸福度(Well-Being)指標について

出典：地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック デジタル庁／一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）


